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 パネルハウス 

断熱ガイド 屋根・壁編 
第1.02版 2013年10月 

芦別工場で断熱施工した例（３６４５Ｄ）のご紹介。 

ストーブ取付は、煙突、排気筒、メガネ石、木枠、炉台などが必要です。 

壁内に配線を施工される場合は、先に配線工事してください。 

用意するもの ※ケーシングとは「額縁」「化粧木枠」の意味です。 

換気口、換気用パイプ（100φ） 

【1】 【２】 【１】 

間柱（２×４） ガラリ 

【1】 【４】 【３】 

【1】 【６】 【５】 

【1】 【８】 【７】 

断熱材（グラスウール厚さ90ｍｍ 横下地材（１×４など） 石膏ボード（910×1820） 

ボード用パテ（下地用、仕上用） ビニール付き養生テープ 

室内用塗料とローラーセット 腰壁用ケーシング材※ 腰壁材（約19x89x850～1000） 

木枠をつくり煙突用のメガネ石を取付。 

（360x360x100 100φ用） 

ケーシングを取付、外壁材をカットし 

外壁材を取付。 

換気用のパイプ（100φ）を取付。 

間柱を取付けます。 窓の上下にも間柱を取付けます。 

コーナー用下地材を取付けます。（約30x40） 

石膏ボードの下地材になります。 コーナー全てに取付けます。 

屋外用ガラリを取り付けてコーキング。 

※腰壁材やケーシング材、廻縁、巾木などは室内仕上げのお好みで。） 

防湿シート（ポリシート） 
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 【1】 【１０】 【９】 

【1】 【１２】 【１１】 

【1】 【１４】 【１３】 

【1】 【１６】 【１５】 

【1】 【１７】 

【1】 【１９】 

【1】 【２１】 

【1】 【２３】 

【1】 【１８】 

【1】 【２２】 

【２４】 

【1】 【２０】 

屋根裏の妻換気口を設置。 

天井は二重にグラスウールを入れました。 

穴を開けて妻換気口を付けます。  

断熱施工の前に配線します。（DV1.6）  腰板用の下地材を取付ます。（１x４材） 穴を開けて電線を通します。 

本来はボードを貼ってから付けますが、 

施工で電気を使う為に付けました。 

小屋裏にジョイントボックスを取付て接続端子

で接続します。 幅の狭い所はカットしてください。 

ブレーカーなど取付物がある場合は、 

下地材を入れておくと後で便利です 

長い分をカットします。 

グラスウールをタッカーで止めます。 

（2660x406x90） 壁と天井のポリシートは被るように貼ってください。 

グラスウールと下地材を入れ、建築用ポリシートを

タッカーで止め貼ります。（厚いと扱いにくいです） 
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 【1】 【２５】 

【1】 【２９】 

【３１】 

【1】 【２７】 

【1】 【２６】 

【1】 【３０】 

【３２】 

【1】 【２８】 

【1】 【３３】 

【1】 【３７】 

【３９】 

【1】 【３５】 

【1】 【３４】 

【1】 【３８】 

【４０】 

【1】 【３６】 

 

 

窓のサイズでカットし、 

石膏ボードを貼ってからケーシングを取付。 

煙突用メガネ石のサイズでカットし、 

石膏ボードを貼ってからケーシングを取付。 

ボードパテに水を加えて練ります。 

サイズをはかり石膏ボードをカット。 

カッターで4～５回刃を入れれば、 

力を入れなくても切れます。 

取り付けが難しい所から始めるとあとが楽。 

室内用換気口取付（１００φ） 腰板を貼るので下側に半端なボードを貼りました。 

コンセントボックスはボードを貼る前に取付。 

ボードを貼ってからカッターで穴を開けます。 

（ボードを貼る前にはかり、穴を開けると忘れないです） 

ブレーカーを取付。 

（ブレーカーの取付け場所には下地材） 

乾いたらサンドペーパー（100～150）で仕上げ。 

乾いたら２～３回繰り返します。 

石膏ボードの継手とビス又は釘を打った所に 

ボードパテを塗ります。 ボードパテを適量取ります。 
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 【1】 【４１】 

【1】 【４５】 

【４７】 

【1】 【４３】 

【1】 【４２】 

【1】 【４６】 

【４８】 

【1】 【４４】 

【1】 【４９】 

【1】 【５３】 

【５５】 

【1】 【５１】 

【1】 【５０】 

【1】 【５４】 

【５６】 

【1】 【５２】 

 

 

 

 

腰板をビスや釘などで貼り、コンセントの穴を開ける。 

（あらかじめコンセントボックスを取付けておく） 

塗装するために窓などを養生します。 

室内用塗料とローラーセット 

２×４材の強化床材をならべる。 

全体に腰板を貼る（１×４材） コンセントを取付ける。 

スイッチを取付けます。 窓のケーシング取付。 床も養生します。 玄関の框（かまち）は２×４材でもOK。 

塗りにくい天井から塗ります。 

乾燥後２～３回繰り返し塗るとムラがなくなります。 
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 【1】 【５７】 

【1】 【６１】 

【６３】 

【1】 【５９】 

【1】 【５８】 

【1】 【６２】 

【６４】 

【1】 【６０】 

【1】 【６５】 

【1】 【６９】 

【1】 【６７】 

【1】 【６６】 

【1】 【６８】 

角に四分一を取付けます。（約19x19） 

腰板のケーシングを取付けます。 

ストーブ（350×500×500）を設置。 

壁側には２×４材で作った木枠の裏にスレートを取付けて 

スレートにレンガタイルを貼り付けました。（約900×1000） 

105φの煙突を取付けます。 

室内用換気口を取付。（100φ用） 

天井と壁の見切りには廻縁を取付けます。（約15x40） 

２×４材でレンガが収まる枠を作リ、下側に 

スレートを取付けレンガをならべます。（約900×800） 

初めて使用するときはかなり煙がでます。 巾木を取付ます。（約65x9）  

完成  
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